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中学部　数学（聴覚障害特別支援学校）
東書 大日本 学図 教出 啓林館 数研 日文

31箇所 25箇所 25箇所 21箇所 19箇所 15箇所 20箇所

①１年「しきつめ模様をデザ
インしよう」では、模様の中に
ある図形を調べたり、合同な
図形を敷き詰めて新しい模
様を作ったりする活動があ
る。（Ｐ158）

①３年「ぴったり入る撮影位
置はどこ？」では、撮影位置
を変えながら、生徒全員が
画面に入る位置を探す活動
がある。（P193）

①２年「どんな図形ができる
かな？」では、付せんを折っ
たときに、重なった部分がど
のような図形になるかを調べ
る活動がある。(P148)

①1年「立体をなかま分けし
てみよう！」では、身の回り
にある立体を、底面や頂点
に着目して分類する活動が
ある。(P214-215)

①３年「三角形の相似条件と
証明」では、２枚の折り紙を
重ねたときにできる図形につ
いて、重ね方を変えて調べる
活動がある。（Ｐ131）

①１年「作図」では、定規等
を地図に当て、示された条件
に合致する場所を探す活動
がある。(P170)

①３年「どうすれば同じ形に
なるかな？」では、パソコン
やタブレットを使い、写真を
拡大したり縮小したりする活
動がある。
（Ｐ124）

０箇所 １箇所 １箇所 １箇所 １箇所 ２箇所 ２箇所

聴覚障害への配慮を要する内容等につ
いて
①言葉や音を聞き取る活動があり、作業
や体験等の学習活動に困難が想定され
るもの。

①該当なし。 ①２年「さっさ立てに挑戦しよ
う」では、後ろ向きになって聞
いた相手の声を元に、連立
方程式を考える活動があり、
取り扱う際に配慮が必要で
ある。（P207）

①１年「いろいろな数量の表
し方」では、音が空気中を伝
わる速さを考える活動があ
り、取り扱う際に配慮が必要
である。（P74）

①１年「式の値」では、音が
空気中を伝わる速さを考える
活動があり、取り扱う際に配
慮が必要である。（P83）

①２年「一次関数」では、雷
や花火が光ってから音が聞
こえるまでの時間を考える活
動があり、取り扱う際に配慮
が必要である。（P64）

①１年「式の値」では、花火
が光ってから音が聞こえるま
での時間を考える活動があ
り、取り扱う際に配慮が必要
である。（P75）

①２年「さっさ立て」では、後
ろ向きになって聞いた相手
の声を元に、連立方程式を
用いて解を求める活動があ
り、取り扱う際に配慮が必要
である。（P208）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、
その他
①聴覚の障害を補えるように、概要や手順を写
真、図表等で視覚的に説明しているもの。

②聴覚の障害による読解への配慮として、学習
のポイント等が大きな文字や枠囲み等で簡潔に
記されたもの。

①２年「連立方程式の利用」
では、解答に至る過程を示し
た横に、解決までの手順を
文章で示している。（P51）

②公式や学習のポイント等
を色付きの背景と太字で示
している。（３年P30など）

①２年「特別な平行四辺形」
では、四角形の分類をベン
図で整理して示している。
（P156 ）

②公式や学習のポイント等
を色付きの枠囲みと太字で
示している。（１年P139など）

①１年「90°の角の作図」で
は、作図の手順を、線の色
や太さを変えて示している。
(P180)

②公式や学習のポイント等
を色付きの枠囲みと太字で
示している。(３年P28など)

①２年「連立方程式とグラフ」
では、身の回りの問題に対
する問題解決の過程を示し
ている。(P100-101)

②公式や学習のポイント等
を色付きの背景と太字で示
している。（３年P90など）

①１年「方程式とその解」で
は、等式の性質を天びんの
イラストで示している。
（P155 ）

②公式や学習のポイント等
を色付きの背景と太字で示
している。（３年P102など）

①３年「２次方程式の解の公
式」では、平方根の考えを利
用した解法の過程を示して
いる。(P95)

②公式や学習のポイント等
を色付きの枠囲みと太字で
示している。（２年P83など）

①１年「平面図形」では、定
規とコンパスを使った正六角
形のかき方を、順を追って示
している。（P169）

②公式や学習のポイント等
を色付きの背景と枠囲み、
太字で示している。
（３年P133など）

防災や自然災害の扱い あり あり あり あり あり あり あり

オリンピック・パラリンピックの扱い あり あり あり なし あり なし なし

参
考

聴覚障害のある生徒が興味・関心をもっ
て取り組むことができる単元等について
①視覚的な方法等を活用して、作業や
体験等の学習活動が工夫できるもの。

内
容

発行者
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中学部　数学（肢体不自由・病弱特別支援学校）
東書 大日本 学図 教出 啓林館 数研 日文

145箇所 201箇所 112箇所 136箇所 117箇所 104箇所 97箇所

①１年「起こりやすさの表し
方」では、ペットボトルのふた
を投げ、表向きと裏向きにな
る回数を調べる活動がある
が、生徒が取扱いやすい物
に変更することで取り組むこ
とができる。（Ｐ242)

②２年「飲み物はいつまで冷
たく保てる？」では、保冷バッ
グに入れた飲み物の温度の
変化の様子を調べ、その後
の温度の変化を予測する学
習を示している。（Ｐ83）

①２年「確率」では、さいころ
を投げて確率を予想する活
動があるが、裏に１から６ま
での数字を書かれたカードを
選ぶ活動に変更することな
どで取り組むことができる。
（Ｐ182-183）

②１年「アイスクリームの体
積を比べよう」では、二つの
アイスクリームの量の違い
を、体積に注目して調べて比
較する学習を示している。（Ｐ
231-232）

①１年「２つの数量の関係
は？」では、天びんにクリッ
プや硬貨を乗せ重さを比べ
る活動があるが、生徒が取
扱いやすい物に変更するこ
とで取り組むことができる。
（Ｐ96-97）

②２年「１次関数」では、列車
の運行の様子が分かるダイ
ヤグラムから、列車の駅の
通過時刻や追い越す時刻を
考える学習を示している。（Ｐ
105）

①２年「いろいろな確率」で
は、くじを引く際の当たりの
出やすさを比べる活動があ
るが、くじに持ち手を付ける
など生徒が取扱いやすくす
ることで取り組むことができ
る。（P195）

②１年「比例と反比例の利
用」では、電子レンジの出力
数からお弁当を温める時間
を求める学習を示している。
（P167）

①１年「必要なマグネットの
個数はいくつ？」では、画用
紙を黒板に磁石でとめていく
活動があるが、生徒が取り
扱いやすい大きさの磁石に
変更することで取り組むこと
ができる。(P58-60)

②２年「一次関数とグラフ」で
は、水槽に水を入れる時の
水面の高さを一次関数を
使って求める学習を示してい
る。(P61)

①３年「２乗に比例する関
数」では、斜面に球を転が
し、経過した時間と転がった
距離を調べる活動がある
が、生徒が取扱いやすい大
きさの球に変更することで取
り組むことができる。（Ｐ110-
111）

②２年「確率」では、当たりく
じの数が異なる二つの屋台
について、当たりが出る確率
を求め比較する学習を示し
ている。(P196)

①３年「いろいろな関数」で
は、はさみで紙を２等分に切
り、切った回数と紙の枚数を
比べる活動があるが、スライ
ド式のペーパーカッターなど
を用いることで取り組むこと
ができる。(P118)

②３年「相似な図形の面積
比と体積比の活用」では、ピ
ザのサイズと金額との関係
を調べる学習を示している。
(P155)

13箇所 12箇所 ９箇所 10箇所 ４箇所 ４箇所 ４箇所

①１年「空間図形」では、巻
末の付録の厚紙をミシン目

で切り離して立体を作る活動
があり、取り扱う際に配慮が

必要である。（Ｐ195）

①３年「因数分解」では、巻
末の付録の厚紙をミシン目

で切り離して長方形を作る活
動があり、取り扱う際に配慮

が必要である。（Ｐ26）

①１年「空間図形」では、巻
末の付録の厚紙をミシン目

で切り離して立体を作る活動
があり、取り扱う際に配慮が

必要である。（Ｐ233）

①１年「いろいろな立体」で
は、巻末の付録の厚紙をミシ
ン目で切り離して正多面体を
作る活動があり、取り扱う際

に配慮が必要である。
（P218）

①１年「移動と作図」では、折
り紙を折り、折った折り紙か
らはさみで形を切り抜く活動
があり、取り扱う際に配慮が

必要である。(P155)

①３年「因数分解」では、巻
末の付録の厚紙をミシン目

で切り離して長方形を作る活
動があり、取り扱う際に配慮

が必要である。（Ｐ25）

①１年「多面体」では、巻末
の付録の厚紙をミシン目で
切り離して正多面体を作る

活動があり、取り扱う際に配
慮が必要である。(P191)

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、その他
①学習のポイント等が大きな文字や枠囲み等で
簡潔に記されていたり、各単元等のまとまりが記
されていたりするもの。

②体験の不足を補えるように、写真、図表等で視
覚的に説明されているもの。

①１年「方程式とその解」で
は、等式の性質を太字と枠
囲みで示している。（Ｐ96)

②２年「スタート地点を決め
よう」では、陸上のトラックは
コースごとに周長が異なるこ
とをイラストを用いて説明し
ている。（Ｐ27）

①１年「量の変化と比例、反
比例」では、ｙ＝ａｘのグラフ
の特徴について太字と枠囲
みで示している。（P139）

②３年「関数」では、放物線
について投げたボールの軌
跡を写真を用いて説明して
いる。（Ｐ112）

①１年「１次方程式」では、等
式の性質を太字と枠囲みで
示している。（Ｐ105）

②２年「１次関数」では、標高
による気温の違いについて
イラストを用いて説明してい
る。（P70-71)

①２年「三角形」では、証明
の見通しの立て方のポイント
と流れを枠囲みで示してい
る。（P158）

②１年「平面図形」では、作
図で使用する道具の使途に
ついて写真を用いて説明し
ている。（P185）

①２年「直角三角形の合同
条件」では、学習のポイント
を太字と枠囲みで示してい
る。（P142）

②３年「関数y=ax2」では、放物
線について投げたボールの軌跡の
写真を用いて説明している。（Ｐ
104）

①２年「四角形」では、平行
四辺形の性質を枠囲みで示
している。（P161）

②１年「空間図形」では、ねじ
れの位置について、立体交
差の写真を用いて説明して
いる。（Ｐ197）

①２年「場合の数と確率」で
は、確率の求め方を太字と
枠囲みで示している。
（P171）

②１年「図形の移動」では、
図形が移動する様子をイラ
ストを用いて説明している。
（P162）

防災や自然災害の扱い あり あり あり あり あり あり あり

オリンピック・パラリンピックの扱い あり あり あり なし あり なし なし

内
容

肢体不自由・病弱の生徒が興味・関心を
もって取り組むことができる単元等につ
いて
①上肢の操作を伴うものであっても、教
材や補助的手段等を活用して、学習活
動が工夫できるもの。

②生活に結び付いた学習活動が示され
ているもの。

参
考

発行者

肢体不自由・病弱への配慮を要する内
容等について
①上肢の操作を伴うため、学習活動に
困難が想定されるもの。

―23―


